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水稲品種「どまんなか」の倒伏及び籾数の簡易診断と追肥対応技術
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1　は　じ　め　に

水稲品種「どまんなか」は，良食味品種として平成3年
（1991年）に山形県の奨励品種に採用され，県平坦から中

山間地帯に栽培されている。安定した収量を確保するため
には幼穂形成期追肥が基本となるが，倒伏やd当たり籾数

の過剰により整拉歩合が低下しやすくなる。そこで，幼穂
形成期追肥時（10．5葉）に倒伏及び整拉歩合と関係が深い

d当たり樹数を簡易に診断できれば，品質・収量を安定的
に確保することができる。

このため，幼穂形成期における倒伏診断及び籾数予測と
追肥対応技術について検討した。

2　試　験　方　法

（1）倒伏診断及び籾数予測

1991年～1994年は山形農試本場及び支分場における，水

稲新品種栽培技術確立試験の標準追肥区（出穂25日前窒素
成分0．2kg／a追肥）のデータから解析した。なお，倒伏程

度は，0～4の5段階で示した。
（2）追肥対応技術
1991年～1994年の山形屋試本場及び支分場における，水

稲新品種栽培技術確立試験の窒素成分0．2kg／aによる出穂

前25～10日追肥区及び無追肥区のデータから解析した。
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3　試験結果及び考察

（1）10．5糞期の葉色及び生育量（草丈×茎数）と倒伏程
度

幼穂形成期追肥（出穂25目前）直前の10．5葉期における
葉色及び生育量と倒伏程度の関係を図1に示した。倒伏程

度が2以上になる10．5糞期の彙色及び生育量は，次のとお
りであった。葉色40（SPAD）程度では，生育皇42．000cm

本／rrf以上，葉色42（SPAD）程度では，生育量38，000cm
本／d以上であった。

（2）成熟期の倒伏程度と梓長
成熟期の倒伏程度と梓良の関係を図2に示した。倒伏程

度が2以上になる時の梓長は，概ね85cm以上であった。
（3）10．5彙期の草丈及びは糞色による悍良の予測
10．5葉期の草丈及び葉色（SPAD値）と梓長の関係を図

3に示した。これによると，10．5葉期の葉色別に草丈から

得点が予測できると考えられた。彙色（SPAD値）38程
度では杵島は85cEl未満となる。葉色（SPAD値）40程度

では，草丈65cm以上で稗長が85cm以上となる。さらに，葉
色（SPAD値）42以上では，草丈60cm以上で悍良が85cm以

上となる。
（4）10．5薫期の茎数及び黄色とポ当たり籾数の関係

図4～図6に示すように，10．5葉期の［茎数×葉色
（SPAD値）］とnf当たり籾数には，ばらつきがあるものの

一定の傾向が認められ，本支分場別（地域別）に10．5糞期
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図2　成熟期の倒状程度と悍長の関係

（1991～94　本支分場）
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図310．5葉期の草丈・葉色と拝島の関係
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図5　10．5菓期の［茎数×葉色］とd当たり籾数の関係
（1991～94　庄内支場）

の茎数×葉色からポ当たり村数が診断できると考えられる。

なお，「どまんなか」はd当たり樹数が34，000粒を越え
ると，整粒歩合の変動が大きくなるとともに精米粗蛋白含

有率が高まることが報告されている1）。したがって，d当
たり籾数が34，000粒を越えると診断される［茎数×葉色］

は，村山地域で22．000本SPAD／rrf以上庄内地域で26，000
本SPAD／rrf以上，最北及び置賜地域で26，000本SPAD／
d以上である。

（5）倒伏及び籾数過剰が懸念される場合の追肥対応技術
表1に追肥時期を出穂25日前から遅らせた場合の成熟期

梓長・ポ当たり籾数・精米粗蛋白含有率等について示した。

これによると，「どまんなか」の追肥時期の基本となる出

表1追肥時期を出穂25日前から遅らせた場合の梓長・
ポ当たり樹数・精米粗蛋白含有率の変異（出穂
25目前追肥を100又は0とした場合の比又は差）

追肥時期 梓良　穂数　ポ当り　玄米垂　整拉　精米粗蛋
もみ数　　　　　歩合　白含有率

辿革前［傲）（皿）（本／d）（1鵬／d）（k／a）（％）（％）
25　100（77 4）1仰（492）100（封1）1∝購2
20　　　99　　99　　　98　　　98　　＋0．4　＋0．1
15　　　97　　　97　　　96　　　97　　＋1．0　＋0．3
10　　　95　　　95　　　93　　　94　　＋1．3　＋0．5

92　　　91　　85　　　88　　－0．1　－0．3

注．＊：各カッコ内実数は平均値，追肥量は各時期窒素
成分で0．2kg／a
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図4　10．5彙期の［茎数×黄色］とポ当たり籾数の関係

（1991～94　本場）
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図6　10．5葉期の［茎数×葉色］とポ当たり籾数の関係

穂25日前より追肥時期が遅くなるほど梓長が短縮し，籾数

は減少する傾向が認められる。ただし，精米粗蛋白含有率
は追肥時期が遅れるほど高まる傾向が認められ．食味評価
の観点から出穂10日前以降の追肥は控える必要がある。ま

た，倒伏軽減剤の使用や追肥量の滅肥等の対応技術につい
ては更に検討が必要である。

4　ま　と　め

「どまんなか」は，10．5葉期の生育量（草丈×茎数）と

葉色から倒伏程度が診断できる。また，成熟期の杵島は85
皿以上で倒伏程度が2以上となるが，10．5葉期の葉色及び

草丈から成熟期の梓長が予測される。さらに，d当たり籾
数は，10．5薫期の［d当たり茎数×葉色］と地域別に一定
の傾向が認められることから，診断が可能である。

10．5葉期の診断により倒伏や村数過剰が予想される場合

は，追肥時期を出穂25日前より遅くした場合の梓長の短縮
程度やd当たり樹数の減少程度を参考に追肥時期を決定す

る。ただし，出穂10目前以降の追肥では精米粗蛋白含有率

が高まるので，この時期以降は追肥を控える。
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